
 

 

 
我

が
く

も
膜

下
出

血
の

記
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
堀

添
堀

添
堀

添
堀

添
    

智智 智智
（（ （（

３３ ３３
組組 組組

）） ））
    

 
私

は
二

〇
一

〇
年

七
月

六
日

昼
頃

（
推

定
）

く
も

膜
下

出
血

を
発

症
し

ま
し

た
が

、
幸

い
に

も

軽
症

で
、

目
立

っ
た

後
遺

症
も

な
く

軽
快

、
年

末
に

は
普

通
に

社
会

生
活

を
送

れ
る

よ
う

に
な

り

ま
し

た
。

 

く
も

膜
下

出
血

の
典

型
的

な
症

状
は

、
強

烈
な

頭
痛

、
意

識
の

混
濁

と
嘔

吐
で

す
。

と
こ

ろ
が

最
近

、
軽

症
の

患
者

の
報

道
が

あ
り

ま
す

。
た

と
え

ば
、

発
症

か
ら

何
日

も
経

っ
て

か
ら

、
患

者

が
歩

い
て

病
院

に
来

た
、

と
い

っ
た

例
で

す
。

も
ち

ろ
ん

、
私

は
、

こ
の

軽
症

の
例

で
す

。
 

軽
症

は
も

ち
ろ

ん
幸

い
な

こ
と

で
す

が
、

手
放

し
で

喜
べ

る
状

況
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
く

も
膜

下
出

血
は

脳
内

の
動

脈
瘤

が
破

裂
す

る
こ

と
で

起
こ

り
ま

す
が

、
破

裂
候

補
は

一
動

脈
瘤

で
は

な

い
の

で
す

。
軽

症
は

、
最

初
の

動
脈

瘤
破

裂
が

軽
症

で
あ

っ
た

だ
け

の
こ

と
で

、
二

発
目

、
三

発

目
が

あ
っ

た
ら

一
巻

の
終

わ
り

で
す

。
 

 

く
も

膜
下

出
血

の
最

大
の

リ
ス

ク
要

因
は

年
令

で
す

。
既

に
わ

れ
わ

れ
は

そ
の

年
齢

に
達

し
て

い
ま

す
。

く
も

膜
下

出
血

に
な

り
、

幸
い

に
も

そ
れ

が
軽

症
で

あ
っ

た
と

す
れ

ば
、

速
や

か
に

診

断
を

確
定

、
軽

症
の

ま
ま

で
終

わ
ら

ね
ば

な
り

ま
せ

ん
。

こ
の

速
や

か
な

診
断

確
定

、
の

一
助

に

な
れ

ば
と

、
本

文
を

認
め

ま
し

た
。

 

私
の

場
合

、
発

症
が

七
月

六
日

午
前

十
一

時
前

後
、

七
月

九
日

に
診

断
が

確
定

、
十

日
に

手
術

、

そ
の

後
順

調
に

回
復

し
、

現
在

は
全

く
と

い
っ

て
い

い
ほ

ど
後

遺
症

も
な

く
、

普
通

の
生

活
を

し

て
い

ま
す

。
 

こ
の

病
気

と
し

て
は

、
発

症
と

手
術

の
間

が
異

常
に

長
く

、
中

に
は

、
医

者
の

誤
診

で
は

な
い

か
と

疑
わ

れ
る

要
素

も
あ

り
、

後
日

の
た

め
に

記
し

て
お

き
ま

す
。

診
断

確
定

・
手

術
が

遅
れ

た

理
由

は
以

下
の

よ
う

に
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

 ・
く

も
膜

下
出

血
の

典
型

的
な

症
状

で
あ

る
、

異
常

な
頭

痛
と

嘔
吐

が
軽

か
っ

た
。

意
識

の
混

 

 
濁

は
な

か
っ

た
、

つ
ま

り
、

全
体

と
し

て
軽

症
で

あ
っ

た
。

こ
の

た
め

、
診

断
確

定
ま

で
に

 

 
時

間
を

要
し

た
。

 

・
本

人
は

記
憶

が
全

く
な

く
な

っ
て

お
り

、
し

た
が

っ
て

正
常

な
判

断
能

力
も

な
か

っ
た

と
推

 

 
定

さ
れ

る
が

、
異

常
な

行
動

は
な

く
、

他
人

は
異

常
を

認
識

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
出

先
で

の
発

症
で

、
周

囲
に

異
常

を
察

知
で

き
る

知
人

が
い

な
か

っ
た

。
 

・
本

人
は

意
識

は
正

常
さ

を
失

っ
て

お
り

、
異

常
(病

気
)を

認
識

で
き

な
か

っ
た

。
 

 一一 一一
．． ．．

出
来

事
出

来
事

出
来

事
出

来
事

のの のの
背

景
背

景
背

景
背

景
    

 
私

に
は

、
亡

き
妻

の
母

の
妹

で
あ

る
叔

母
が

い
る

。
二

〇
一

一
年

現
在

、
九

十
五

歳
に

な
り

、

少
し

認
知

症
気

味
で

あ
る

が
、

一
人

で
真

鶴
（

神
奈

川
県

の
西

部
、

東
海

道
線

で
二

駅
西

は
静

岡

県
の

熱
海

）
に

住
ん

で
い

る
。

 

基
本

的
に

一
人

で
生

活
で

き
る

が
、

何
分

高
齢

で
あ

る
。

係
累

が
少

な
く

、
過

去
の

経
緯

か
ら

、

妻
の

従
妹

と
も

ど
も

、
時

々
様

子
を

見
に

行
く

。
 

特
に

夏
は

、
庭

に
夏

草
が

生
い

茂
る

の
で

、
除

草
が

て
ら

に
様

子
見

に
行

く
の

が
慣

例
に

な
っ

て
い

る
。

そ
の

矢
先

で
の

く
も

膜
下

出
血

発
症

で
あ

っ
た

。
 

 二二 二二
．． ．．

経
過

経
過

経
過

経
過

    

こ
こ

に
、

発
症

か
ら

診
断

確
定

・
入

院
ま

で
の

経
過

を
時

間
に

沿
っ

て
記

す
。

発
症

し
た

と
推

定
し

て
い

る
二

〇
一

〇
年

七
月

六
日

（
火

）
の

正
午

頃
か

ら
十

三
日

ま
で

の
記

憶
が

私
に

は
全

く

な
い

。
記

憶
が

回
復

す
る

の
は

、
十

四
日

以
降

で
あ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

こ
こ

に
記

す
の

は
、

妻
か

ら
の

聞
き

取
り

、
買

物
や

医
病

院
の

領
収
書
等

の
資

料
に

基
づ

く
推

定
で

あ
る

。
 

 
当

初
の
予

定
は

、
妻

が
大
阪

に
仕
事

で
出
張

、
そ

の
間

に
私

は
真

鶴
を
訪
問

、
で

あ
っ

た
。

真

鶴
で

の
作
業

時
間

を
稼
ぐ

た
め

に
、

前
日

に
妻

の
実
家

が
あ

る
平
塚

に
宿
泊

、
訪
問

日
は
早
朝

か

ら
の

真
鶴
訪
問

が
定

例
で

、
当

日
も

そ
の

よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
な

っ
て

い
た

。
 

 七
月

五
日

（
月

）
 

妻
と

二
人

で
平
塚
へ

、
平
塚
泊

。
 

七
月

六
日

（
火

）
 
平
塚

発
。

私
・

・
・

真
鶴
へ

、
真

鶴
泊

。
 

妻
・

・
・

大
阪
へ

、
大
阪
泊

。
 

午
前

中
の

遅
い

時
刻
～

午
後

の
早

い
時
刻

に
発

症
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の

頃
か

ら
の

記
憶

が
な

く
な

る
。

そ
の
辺

に
嘔

吐
を
繰

り
返

す
甥

に
、

叔
 

母
は

大
分
閉
口

し
た

ら
し

い
。
結
局

、
追

い
返

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。
 

 



 

 

七
月

七
日

（
水

）
 （

こ
の

日
、

ど
の

よ
う

に
し

て
食
事

を
し

た
か

を
含

め
て

、
状
態

を
推

定
さ

せ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
も

の
が

何
も

な
い

。
真

鶴
で

一
日

中
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て

い
た

と
推

定
。

真
鶴

 

 
 

 
 

 
 

 
 
泊

）
 

七
月
八

日
（
木

）
 

昼
頃

、
妻

か
ら
電
話

。
 

私
「

吐
い

た
。

気
分

が
わ

る
い

。
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て

い
る
」

 

妻
「

病
院

に
行

っ
た

の
？
」

 

私
「

叔
母

が
外

出
し

て
お

り
、
鍵

が
な

く
出

ら
れ

な
い
」

 

（
注

・
・

・
叔

母
の
外

出
は

、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で

、
町

の
セ
ン
タ
ー

で
一

日
 

 
を

過
ご

す
）

 

妻
「

す
ぐ

に
帰
宅

す
る
」

 

私
「

叔
母

が
帰
宅
次
第

、
私

も
帰

る
」

 

妻
の
感
想

・
・

・
電
話

で
は

、
体

調
不
良

は
感
じ

ら
れ

た
が

、
会
話

は
全

く
 

正
常

で
あ

っ
た

。
 

十
七

時
頃

真
鶴

発
、
帰
宅

。
真

鶴
か

ら
五
井

ま
で

の
電
車

の
利
用

（
乗

下
車

、
 

乗
換

え
）

、
往

き
に

買
っ

た
Ｊ
Ｒ

の
往

復
切
符

を
忘

れ
ず
使
用

し
て

い
る

こ
 

と
、

五
井

駅
か

ら
自
宅

ま
で

の
タ

ク
シ
ー

の
領

収
書

も
も

ら
っ

て
お

り
、

行
 

動
に

全
く

異
常

は
な

い
。

 

二
十

二
時
ご

ろ
、

妻
帰
宅

。
私

は
二
階

（
寝
室

）
に
寝

て
い

た
。

 

私
「

私
も

三
十

分
く

ら
い

前
に
帰

っ
た

ば
か

り
」

 

七
月

九
日

（
金

）
 
朝

起
き
ぬ

け
に

近
く

の
医

院
（

か
か

り
つ

け
医

、
九

時
診
療
開
始

）
へ

。
 

私
「

と
に

か
く

病
院
へ

行
っ

て
く

る
」

熱
中

症
と

診
断

さ
れ

、
対
応

す
る
治

 

 
療

を
受

け
る

。
 

帰
宅

後
、
多

く
は

な
い

が
普

通
の
量

の
朝
食

を
摂

る
。

 

私
「

こ
う

し
て
食
事

を
作

っ
て

く
れ

る
人

が
い

る
の

は
あ

り
が

た
い

な
。

調
子

 

 
悪

い
の

で
二
階

で
寝

て
い

る
」

 

昼
前

に
な

る
と

降
り

て
き

て
、

 

私
「

や
っ
ぱ

り
気

分
悪

い
」

と
い

い
な

が
ら

そ
の
辺

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て

い
た

。
 

昼
食

が
用

意
さ

れ
た

が
、
今
度

は
食
欲

も
な

く
、

ち
ょ

っ
と
箸

を
つ

け
た

だ
 

け
。

こ
の

頃
か

ら
、

妻
は

熱
中

症
に

し
て

は
お

か
し

い
、

と
思

い
初

め
た

ら
 

し
い

。
頭

痛
か

ら
、
ふ

と
、

く
も

膜
下

出
血

が
頭

を
よ
ぎ

り
、

医
院

に
電
話

。
 

ち
ょ

う
ど

昼
食

の
休

診
時

間
中

で
、
運

よ
く

医
者

が
つ

か
ま

る
。

 

妻
「

全
く

軽
快

し
な

い
。

ま
さ

か
、

く
も

膜
下

出
血

で
は

な
い

で
し
ょ

う
ね

。
 

日
頃

は
頭

痛
を

全
く
訴

え
な

い
人

で
す

が
」

 

医
者
「
紹
介

状
を
用

意
す

る
の

で
す
ぐ

に
い

ら
っ

し
ゃ

い
」

 

以
上

が
昼

過
ぎ

の
や

り
取

り
で

、
×
×

脳
神

経
外
科

に
行

く
こ

と
に

な
る

。
 

私
「
車

を
運
転

し
て

行
く

の
？

 
つ

ら
い

な
」

 

妻
「
タ

ク
シ
ー

を
呼
び

ま
し
ょ

う
よ
」

 

妻
の
感
想

・
・

・
多

少
つ

ら
そ

う
で

は
あ

っ
た

が
、

全
く
運
転

で
き

な
い

様
 

子
で

は
な

か
っ

た
。
呼

ん
だ
タ

ク
シ
ー

に
も

人
の
援

け
を

か
り
ず

に
自

力
で

 

乗
り
込

ん
だ

。
 

十
四

時
頃

、
×
×

脳
神

経
外
科

に
到
着

。
待

合
室

の
ベ
ン
チ

で
横

に
な

っ
て

 

い
る

。
 

私
「

こ
の

ま
ま

入
院

か
な

、
い

や
だ

な
」

 

問
診

（
他

人
や
自

分
の
鼻

先
を

人
差

し
指

で
指

し
示

す
等

の
動
作
テ

ス
ト

）
 

の
結
果

は
、

特
段

の
異

常
は

な
い

。
 

医
者
「

こ
の

ま
ま

様
子

を
見

ま
し
ょ

う
か
」

 

妻
「

こ
の

人
は

全
く

頭
痛

を
訴

え
る

こ
と

の
な

い
人

で
す
」

 

医
者
「

で
は

、
Ｃ
Ｔ

を
取

っ
て
み

ま
す

か
」

 

そ
の
結
果

は
、

 

医
者
「

す
ぐ

、
労
災

病
院
へ

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

先
方

に
は
連
絡

し
て

あ
り

ま
す

。
 

 
 
救
急
車

も
呼
び

ま
し

た
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 
労
災

病
院

で
は

、
脳
外
科

部
長

の
小
澤

医
師

が
担
当

、
す
ぐ

に
Ｍ
Ｒ
Ｉ

、
Ｃ

 

 
 

 
 

 
 

 
 
Ｔ
等

の
画
像

診
断

を
実
施

。
く

も
膜

下
出

血
の

診
断

、
手

術
も
実
施

し
た

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 
旨

の
説
明

が
あ

っ
た

。
 

事
情

を
息

子
に
電
話

、
息

子
も

病
院

に
来

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

息
子

の
到
着

を
待

っ
て

、
正
式

な
説
明

を
受

け
る

。
二

十
一

時
頃

。
 

医
者
「
今

か
ら

手
術

す
る

と
、

午
前

三
時

頃
に
山

場
を
む

か
え

る
が

、
そ

の
頃

医
 

 
 

者
は
疲
労
困
憊

し
て

お
り

ま
ず

い
。

手
術

は
明

日
に

し
ま

し
ょ

う
」

 

妻
・

・
・

私
（

患
者

）
の

症
状

は
さ

ほ
ど
重
篤

に
は

見
え

な
か

っ
た

の
で

、
 

手
術

は
明

日
の
方

が
い

い
だ

ろ
う

と
考

え
、
了
承

し
た

。
 



 

 

手
術

を
明

日
に
延

ば
す

た
め

に
血
圧

を
下
げ

る
、
体
温

を
下
げ

る
、
鎮

痛
等

、
 

生
体

の
活
性
度

を
下
げ

る
処
置

を
実
施

、
薄
暗

い
刺
激

の
少

な
い

病
室

に
収

 

容
。

 

手
術

を
す

る
に
際

し
て

の
承
諾
書
等

、
各
種

の
書
類

に
、

二
人

で
サ
イ
ン

、
 

手
術

の
準
備

を
す

べ
て
完
了

。
 

妻
と
息

子
は
帰
宅

。
 

七
月

十
日

（
土

）
 

十
時

頃
、

妻
と
息

子
は
労
災

病
院

に
到
着

。
嫁

も
病

院
で

合
流

。
 

十
二

時
頃

、
手

術
室

に
入

る
。

 

翌
朝

二
時
ご

ろ
、

手
術
室

か
ら

出
て

く
る

。
 

 三三 三三
．． ．．

教
訓

教
訓

教
訓

教
訓

    

以
上

の
ご

と
く

、
危

う
く

熱
中

症
の

ま
ま

時
間

が
経

過
し

、
二

回
目

の
出

血
に

見
舞

わ
れ

た
ら

一
巻

の
終

わ
り

に
な

り
か

ね
な

い
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

。
こ

の
よ

う
な
事
態

に
陥

ら
な

い
た

め
、

本

事
例

か
ら

、
学
ぶ

べ
き

こ
と

を
ま

と
め

た
。

 

 （
一

）
医

者
も

間
違

え
る

こ
と

が
あ

る
、

と
認

識
し

、
自

分
が

考
え

て
い

る
こ

と
を

正
直

に
話

す
。

 

 
 

 
最

近
は

、
医
師

も
異

常
に
権
威
主
義

的
な
態
度

を
取

る
こ

と
な

く
、

患
者

か
ら

の
意

見
を

 

 
 

 
素
直

に
、

ま
じ

め
に
聴

い
て

も
ら

え
る

こ
と

が
多

い
。

 

医
師

か
ら

、
セ
カ
ン
ド

・
オ
ピ
ニ
オ
ン

を
訊

い
て

く
る

よ
う

に
と

、
紹
介

状
を
書

い
て

く
 

れ
る

場
合

も
あ

る
。

 

 （
二

）
事
態

の
認

識
の

最
も
根

本
的

な
と

こ
ろ

は
、
平

常
と

病
気

と
思

わ
れ

る
現

状
と

の
差

異
で

 

 
 

 
あ

る
。

最
も
平

常
を

よ
く

理
解

し
て

い
る

の
は

、
自

分
自
身

か
、

近
く

に
い

る
家
族

で
あ

 

 
 

 
る

か
ら

、
現

在
の

異
常

さ
を

理
解

で
き

る
の

も
自

分
か
家
族

で
あ

る
。
自

分
の

異
常

さ
を

 

 
 

 
よ

く
説
明

す
る

こ
と

。
 

本
例

で
は

、
「

全
く

頭
痛

を
訴

え
た

こ
と

が
な

い
患

者
の

日
常
」

に
比

し
、

現
在

が
「
相

 

当
異

常
」

と
の
家
族

の
認

識
が

そ
の

後
の
展
開

の
始
点

に
な

っ
て

い
る

。
 

（
三

）
病

気
と

い
っ

て
も
重
篤

で
な

い
病

気
か

、
適
切

な
治
療

が
施

さ
れ

れ
ば

、
そ

う
長

時
間

を
 

 
 

 
要

す
る

こ
と

な
く

快
方

に
向

か
う

。
も

し
軽

快
し

な
い

場
合

は
、
病

気
が
深
刻

で
あ

る
か

、
 

 
 

 
治
療

が
的

を
得

て
い

な
い

、
と

認
識

す
る

。
医
師

に
診

断
・
治
療

を
受

け
た

場
合

、
必
ず

 

次
の
質
問

を
し

て
、
次

回
の

通
院

時
期

を
決

め
る

。
 

「
先

生
、

も
し

こ
の
治
療

（
薬

）
が
有
効

だ
と

し
た

ら
、

そ
の
効

き
目

が
表

れ
る

の
に

何
 

日
く

ら
い

か
か

り
ま

す
か
」

 

「
そ

う
だ

な
、

二
日

く
ら

い
か

な
」

 

「
で

は
、

二
日

経
っ

て
も
効

き
目

が
現

れ
な

い
時

に
は

そ
の

時
来

ま
す
」

 

最
近

の
投
薬

は
、
慢
性

病
の
治
療

の
場

合
を

除
き

、
七

日
間

分
が
多

い
。

何
か

お
か

し
い

 

と
思

っ
た

ら
、
薬

が
切

れ
な

く
て

も
自
然

な
形

で
病

院
に

行
く
口
実

を
作

っ
て

お
く

こ
と

 

は
必

要
。

 

本
例

で
は
「

熱
中

症
の

診
断

と
治
療
」

に
か

か
わ

ら
ず

、
全

く
軽

快
し

な
い

の
で

、
診

断
 

と
治
療

に
疑
問

を
持

っ
た

こ
と

が
医
師

に
電
話

す
る
契
機

に
な

っ
て

い
る

。
 

 （
四

）
我

々
位

の
年

齢
に

な
る

と
、

で
き

る
だ

け
ひ

と
り

に
な

ら
な

い
。

周
囲

に
家
族
等

、
自

分
 

 
 

 
の

日
常

を
熟

知
し

て
い

る
人

が
い

る
よ

う
に

す
べ

き
だ

。
他

人
に

は
異

常
が

分
か

ら
な

く
 

 
 

 
て

も
、

本
人

か
家
族

に
は

異
常

と
分

か
る

場
合

が
あ

る
。

こ
れ

で
生
死

が
別

れ
る

場
合

も
 

 
 

 
あ

る
。

 

 

    2008200820082008 年年年年    第第第第 14141414 号号号号 
    荒木荒木荒木荒木    藍子藍子藍子藍子（（（（５５５５組組組組）））） 
 

 満三歳三ヶ月、昔は正月に歳をとるので、五歳になったばか

りの事、奉天で父に連れられて、母の病室に入った時の事。二

月の寒い日、鉄製のベッドに寝ている母の枕元で、父が白い布

をとって、その父の眼から大きな涙がボロボロボロッと落ち（本

当に大きかった）私一人を置いて、部屋を出ていきました。 

 私は、眠っている母を起こそうとベッドの足元から足をくす

ぐったり、頭を撫でたり･･･。それが母の死である事の意味もわ

からない、その状況だけを絵のように憶えています。 

まだ歩けない頃、お座りはしていたと思います。窓から父が

馬に乗っているのが見えたと思ったら、何か騒々しく「ミソが

どうこう」と騒いでいたのも憶えています。それが後年、誰が

話していた事なのか、言葉もわからない筈の赤ン坊が憶えてい

るものなのか、変に思われそうで話した事もありませんでした。 

四年程前、五歳上の兄にその事を云ってみたら、不思議そう

にその時の状況を話してくれました。お味噌の樽を追分荷物の

ように、馬に提げて帰ってきたら、パッカパッカと揺れて、飛

び散って大変だったんだとの事。ああ、本当の事だったんだと

納得したのです。 

母の記憶はあまりないけど、母が生きていた頃の事だから、

三歳以前の事になるのですが。人の記憶がどこまでどういう状

態で残るのか、ちょっと興味があります。落語家の立川談志さ

んが「俺は産まれる時の産道の記憶がある」と云っていたのも

有りかな？と思えます。 

 

 

八期通信アーカイブス 


